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池
永
　
幸
生
 
議
員
 

役
に
立
つ
条
例
に
 

神
田
　
公
司
 
議
員
 

牛
乳
は
骨
の
素
 

老
朽
化
し
た
集
い
の
場
 

合志産の牛乳をもっと飲もう！ 

菊池養生園での特定健診の様子「菊池養生園提供」 地域組織の要“消防団” 

濱
元
幸
一
郎
 
議
員
 

 
 

吉
永
　
健
司
 
議
員
 

 
 

濱
元
　
国
保
税
の
収
納
率
は
１９
年
度
９４
・

６
％
、
２１
年
度
は
９０
・
１
％
と
年
々
低
下

傾
向
に
あ
る
。
合
志
市
の
国
保
加
入
者
の

８０
・
５
％
が
年
間
所
得
２
０
０
万
円
以
下

の
世
帯
。
年
間
所
得
１
２
２
万
円
の
４
人

世
帯
（
３０
代
の
両
親
、
子
ど
も
二
人
）
の

場
合
、
国
保
税
額
は
２０
万
９
８
０
０
円
、

所
得
の
１７
％
が
国
保
税
と
し
て
引
か
れ
る
。

私
は
い
ま
の
国
保
税
は
高
す
ぎ
る
。
市
民

の
負
担
能
力
を
超
え
て
い
る
と
思
う
が
ど

う
認
識
し
て
い
る
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
税
負
担
に
つ
い
て
は
、

県
内
１４
市
で
比
較
す
る
と
、
１
世
帯
当
た

り
の
調
定
額
は
３
番
目
に
高
い
。
こ
れ
以

上
の
負
担
増
は
、
非
常
に
厳
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
 

市
民
部
長
　
納
税
者
の
負
担
に
つ
い
て
、

私
た
ち
は
重
い
も
の
と
考
え
て
い
る
。
 

濱
元
　
重
い
負
担
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
以

上
の
増
税
は
厳
し
い
と
述
べ
ら
れ
た
。
そ

れ
で
は
２３
年
度
は
ど
う
す
る
の
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
２３
年
度
の
見
通
し
に
つ

い
て
は
非
常
に
分
か
り
づ
ら
い
、
難
し
い

と
こ
ろ
が
あ
る
。
最
大
で
は
１
億
円
の
余

剰
金
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
う
す
る
と
基
金

と
合
わ
せ
て
２
億
円
前
後
の
収
入
が
あ
る
。

ま
た
、
余
剰
金
が
な
く
な
る
場
合
も
考
え

ら
れ
る
が
、
そ
の
場
合
は
基
金
の
１
億
円

の
み
と
な
る
。
 

濱
元
　
こ
の
間
、
国
の
国
保
財
政
へ
の
予

算
削
減
が
お
こ
な
わ
れ
て
き
た
。
療
養
給

付
費
等
負
担
金
で
４
億
円
。
そ
の
他
に
も

国
の
責
任
を
次
々
と
後
退
さ
せ
て
き
た
。

国
庫
負
担
の
復
元
を
求
め
る
と
と
も
に
、

保
険
者
で
あ
る
市
が
、
国
保
基
金
や
財
政

調
整
基
金
の
取
り
崩
し
、
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
で
国
保
税
の
引
き
下
げ
を
行

う
べ
き
だ
。
 

市
民
部
長
　
不
況
に
よ
り
調
定
額
は
減
少

し
て
い
る
。
非
自
発
的
な
失
業
者
に
対
す

る
減
免
制
度
が
本
年
４
月
か
ら
開
始
さ
れ
、

１１
月
末
現
在
で
対
象
者
は
１
１
０
名
。
負

担
感
は
重
い
と
思
う
が
国
保
の
運
営
は
厳

し
く
引
き
下
げ
は
考
え
て
い
な
い
。
 

     吉
永
　
何
の
農
業
施
策
も
な
い
ま
ま
に
、

T
P
P
参
加
と
い
う
首
相
の
発
言
に
農
家

は
存
亡
の
危
機
に
直
面
し
て
い
る
。
ま
た
、

超
高
齢
化
社
会
に
向
か
い
、
元
気
で
長
生

き
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
を
市
民
、
行
政
、

議
会
が
一
体
と
な
っ
て
捉
え
実
行
し
て
い

く
為
に
、「
地
産
地
消
推
進
及
び
健
康
づ

く
り
推
進
」
の
条
例
制
定
を
求
め
る
議
員

提
案
２
件
を
行
っ
た
。
ど
う
捉
え
る
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
市
民
全
体
の
利
益
に
つ

な
が
る
非
常
に
意
義
あ
る
提
案
で
あ
る
。
 

産
業
振
興
部
長
　
T
P
P
の
問
題
を
始
め

農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
非
常
に
厳
し
い
。

本
市
の
安
心
・
安
全
な
農
畜
産
物
を
よ
り

身
近
に
し
、
地
域
活
性
化
に
も
繋
が
る
。

ま
さ
に
時
宜
を
得
た
提
案
と
考
え
る
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
健
康
寿
命
延
伸
等
の
健

康
づ
く
り
を
総
合
的
に
推
進
す
る
上
で
も
、

今
回
の
提
案
は
意
義
あ
る
も
の
と
感
じ
て

い
る
。
 

 吉
永
　
市
内
の
中
学
生
で
、
給
食
以
外
で

毎
日
牛
乳
を
飲
む
生
徒
は
、
３７
・
７
％
。

給
食
で
は
小
学
校
１
年
生
も
中
学
３
年
生

も
同
じ
２
０
０
㏄
で
あ
る
。
牛
は
自
分
の

骨
身
を
削
り
乳
を
出
し
て
い
る
。
そ
の
牛

乳
が
粉
や
廃
棄
さ
れ
る
と
い
う
事
は
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
景
気
の
回
復
が

見
込
め
る
ま

で
で
も
良
い
。

地
産
地
消
、

消
費
拡
大
や

健
康
づ
く
り

の
観
点
か
ら

農
政
予
算
か

ら
中
学
生
の

給
食
の
牛
乳

を
２
５
０
㏄

に
で
き
な
い
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
牛
乳
の
消
費
拡
大
、
地

産
地
消
並
び
に
健
康
増
進
、
食
育
等
の
観

点
か
ら
関
係
部
署
と
十
分
検
討
す
る
。
 

吉
永
　
黒
石
市
民
セ
ン
タ
ー
、
野
々
島
公

民
館
等
の
老
朽
化
し
た
施
設
の
改
修
、
修

繕
は
。
 

教
育
部
長
　
野
々
島
公
民
館
は
、
地
域
の

意
見
を
聞
き
、
今
後
設
計
・
工
事
を
計
画

し
た
い
。
 

 

     池
永
　
地
域
社
会
の
運
営
活
動
上
、
さ
ま

ざ
ま
な
組
織
が
あ
る
。
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
、

消
防
団
、
婦
人
会
、
子
ど
も
会
、
老
人
会

等
で
あ
る
が
、
運
営
が
難
し
く
衰
退
が
み

ら
れ
る
。
行
政
と
し
て
力
を
発
揮
し
て
存

続
さ
せ
る
べ
き
だ
。
ま
た
、
市
に
は
豊
富

な
人
的
資
源
が
お
ら
れ
る
。
力
を
借
り
て

組
織
づ
く
り
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。
 

市
長
　
市
役
所
の
中
に
多
種
多
様
な
能
力

を
持
っ
た
職
員
が
数
多
く
い
る
。
そ
の
力

を
そ
の
よ
う
な
組
織
に
も
補
わ
せ
て
い
く
。

私
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
も
人
材
バ
ン
ク
を

作
り
た
い
と
提
案
し
て
い
る
。
目
的
を
し

っ
か
り
と
定
め
、
リ
ー
ダ
ー
を
育
て
、
地

域
づ
く
り
の
拠
点

を
生
ま
す
。
私
自

身
も
考
え
方
を
変

え
て
、
ト
ッ
プ
セ

ー
ル
ス
を
し
て
合

志
市
の
地
域
づ
く

り
、
人
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
ま
い

り
た
い
。
 

池
永
　
合
志
市
中
小
企
業
等
振
興
基
本
条

例
が
９
月
議
会
で
可
決
、
交
付
さ
れ
た
。

市
の
１
３
０
０
店
余
り
の
商
工
業
者
に
と

っ
て
何
が
特
典
に
な
る
の
か
。
 

産
業
振
興
部
長
　
行
政
と
し
て
、
事
業
者

の
方
の
相
談
に
対
し
、
計
画
実
現
に
真
摯

に
対
応
す
る
責
務
が
生
じ
る
と
と
も
に
、

市
発
注
工
事
や
備
品
購
入
等
に
つ
い
て
も

受
注
機
会
の
増
大
に
努
め
る
と
明
記
し
て

あ
り
、
事
業
者
に
と
っ
て
も
大
き
な
意
義

が
あ
る
。
 

池
永
　
こ
の
条
例
で
市
民
と
業
者
、
行
政

の
す
べ
て
が
良
く
な
る
よ
う
取
り
組
ん
で

ほ
し
い
。
 

市
長
　
地
域
全
体
で
ど
う
や
っ
て
経
営
経

済
を
良
く
し
て
い
く
の
か
と
い
う
観
点
か

ら
で
き
た
条
例
と
思
っ
て
い
る
。
事
業
者

の
方
に
は
雇
用
に
税
金
に
、
ま
た
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
や
地
域
貢
献
に
と
い
ろ
ん

な
こ
と
に
手
伝
っ
て
も
ら
っ
て
い
る
。
こ

う
い
っ
た
地
域
を
良
く
す
る
方
々
に
優
先

し
て
発
注
す
る
規
定
が
な
か
っ
た
。
こ
の

条
例
で
地
元
の
方
々
が
地
元
の
製
品
を
使

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
宣
伝
も
や
る
。
地
産

地
消
の
原
点
か
ら
も
意
義
の
あ
る
も
の
だ
。
 

 神
田
　
９
月
議
会
で
が
ん
複
合
検
診
と
特

定
健
診
の
統
一
実
施
に
つ
い
て
、「
今
後
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
」
と
健
康
福
祉
部
長

は
答
弁
し
た
。
ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
た

の
か
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
が
ん
複
合
検
診
は
、
今

年
度
試
行
的
に
３
会
場
で
、
そ
し
て
４
日

間
特
定
健
診
と
同
時
に
行
っ
た
。国
保（
国

民
健
康
保
険
）
の
特
定
健
診
に
つ
い
て
２３

年
度
は
、
特
定
健
診
と
が
ん
複
合
検
診
の

同
実
施
を
、
菊
池
養
生
園
と
協
議
を
行
い
、

須
屋
市
民
セ
ン
タ
ー
、
ふ
れ
あ
い
館
、
泉

ヶ
丘
市
民
セ
ン
タ
ー
の
３
会
場
で
７
日
間

実
施
す
る
。
 

神
田
　
健
診
の
受
診
率
を
上
げ
る
に
は
庁

内
の
体
制
づ
く
り
が
あ
る
。
そ
れ
と
住
民

の
知
恵
を
生
か

す
と
い
こ
と
。

地
域
活
動
を
基

盤
と
す
る
こ
と
。

公
民
館
や
学
習

セ
ン
タ
ー
を
基

盤
と
し
た
行
政

区
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
へ
の
働
き

か
け
が
必
要
だ
。
合
志
市
と
し
て
医
療
機

関
で
あ
る
菊
池
養
生
園
と
連
携
が
大
事
に

な
る
。
 

健
康
福
祉
部
長
　
ひ
と
つ
の
方
法
と
し
て
、

菊
池
養
生
園
プ
ラ
ス
市
内
の
医
療
機
関
と

契
約
を
し
て
地
元
で
の
健
診
の
機
会
を
広

げ
た
い
。
自
治
会
へ
の
働
き
か
け
も
行
い

た
い
。
 

神
田
　
国
保
の
昨
年
度
決
算
で
は
、
基
金

や
繰
入
金
が
な
け
れ
ば
赤
字
に
な
る
。
実

際
に
、
赤
字
補
て
ん
の
た
め
の
法
定
外
の

繰
り
入
れ
は
、
菊
池
市
、
熊
本
市
、
宇
土

市
、
上
天
草
市
、
天
草
市
で
行
わ
れ
て
い

る
。
一
般
会
計
か
ら
の
補
填
に
つ
い
て
合

志
市
と
し
て
議
論
し
て
い
る
の
か
。
 

総
務
企
画
部
長
　
国
保
特
別
会
計
の
検
討

は
や
っ
て
い
な
い
。
 

市
長
　
ま
だ
具
体
的
な
指
示
は
し
て
い
な

い
が
、
私
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
書
い
た
そ

の
健
康
都
市
は
、
こ
の
状
況
を
も
う
４
年

前
か
ら
予
定
し
て
い
た
。
私
と
し
て
は
当

然
赤
字
に
な
れ
ば
補
て
ん
を
せ
ざ
る
を
得

な
い
。
し
か
し
、
長
期
的
に
こ
の
ま
ま
医

療
費
の
た
れ
流
し
と
い
う
よ
う
な
感
覚
で

い
く
な
ら
ば
だ
め
だ
。
 


